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１.当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第 1 四半期連結累計期間における我が国経済は、政府の経済政策を背景に緩やかな回復基調で推移しました。一方、

個人消費につきましては雇用・所得環境に改善が見られるものの、依然として消費者の節約志向は根強く、その先行きは不

透明な状況であります。 

そのような中、当社グループにおいては基幹事業であるカー用品事業が増収減益、ブライダル事業は減収増益となり、建

設不動産事業は増収減益となりました。 

なお、セグメント別の状況は以下の通りとなります。 

（カー用品事業）

商品販売・ピットサービス・車両販売のいずれの部門も順調に推移し、平成 30 年 3 月 1 日に営業を開始した宮城県・秋田

県の 15 店舗も業績に寄与した結果、増収となりました。利益面については前期におけるタイヤ値上げによる駆け込み特需の

影響を補いきれず、前年同期と比べ減益となりました。 

（ブライダル事業） 

高付加価値商品の開発提案に努めた結果、施行単価の向上が図られましたが、施行組数の減少を補いきれず減収となり

ました。利益面については前期に比べ販売費及び一般管理費が低下したことにより、前年同期と比べ増益となりました。 

（建設不動産事業） 

高収益物件の戦略的な売却と、収益性を重視した優良賃貸物件の賃貸稼働率の向上ならびに提案型による収益性の高

い建築工事に注力した結果、増収となりました。利益面については前期に高収益物件の売却を行ったことにより、前年同期

と比べ減益となりました。 

（その他の事業） 

グループ内店舗の賃料売上やコメダ珈琲 4 店舗が売上に寄与しましたが、不動産取得に伴う費用の計上等により、前年

同期と比べ増収減益となりました。 

（総括） 

以上の結果、当連結会計年度の売上高は 8,742 百万円（前年同期は 7,438 百万円）となり、営業利益につきましては 83

百万円（前年同期は 142 百万円の利益）、経常利益につきましては 110 百万円（前年同期は 171 百万円の利益）となりまし

た。これにより、親会社株主に帰属する当期純利益は、32 百万円（前年同期は 60 百万円の利益）となりました。 

（２）財政状態に関する説明

当第 1 四半期連結会計期間末における総資産は 33,697 百万円となり、前連結会計年度末と比べ 1,744 百万円増加しま

した。 

a. 流動資産

流動資産残高は、12,866 百万円（前連結会計年度末比 659 百万円増）となりました。主な増加要因はたな卸資産の増加

（566 百万円増）であります。 

b.固定資産

固定資産残高は、20,830百万円（前連結会計年度末比1,085百万円増）となりました。主な増加要因は、土地の増加（846

百万円増）であります。 

c.流動負債

流動負債残高は、11,602 百万円（前連結会計年度末比 861 百万円増）となりました。主な増加要因は、短期借入金の増

加（1,523 百万円増）であります。 
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d.固定負債

固定負債残高は、8,705 百万円（前連結会計年度末比 972 百万円増）となりました。主な増加要因は、長期借入金等の増

加（1,017 百万円増）であります。 

e.純資産

純資産残高は、13,389 百万円（前連結会計年度末比 89 百万円減）となりました。主な減少要因は、利益剰余金の減少

（58 百万円減）であります。 

自己資本比率は、39.7%となり前連結会計年度末比 2.4 ポイントの減少となりました。 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成 31 年 3 月期の通期の連結業績予想につきましては、平成 30 年 5 月 11 日の発表から変更しておりません。
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記

　(継続企業の前提に関する注記)

　　　　　該当事項はありません。

　(株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記)

　　　　　該当事項はありません。

　(四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用)

　　　　税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後

 　　の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。なお、法人税等調整額

 　　は法人税等に含めて表示しております。

（追加情報）

　（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

　　　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を当第１四半期連結会計期間

　　の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の区分に表示して

　　おります。
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　(セグメント情報）

　　　　　　前第１四半期連結累計期間(自　平成29年４月１日　至　平成29年６月30日)

　　1．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

報告セグメント

カー用品 ブライダル 建設不動産
事業 事業 事業

 売上高
　外部顧客への売上高 4,707,422 2,122,912 523,766 7,354,101 84,158 7,438,260 　― 7,438,260

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

計 4,708,322 2,122,962 595,155 7,426,440 389,663 7,816,103 △ 377,843 7,438,260

 セグメント利益又は損失(△) 133,430 △ 100,833 95,885 128,482 12,949 141,431 855 142,287

（注） １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、飲食事業及び経理・総務代

　　　行業務等を含んでおります。

２．セグメント利益調整額は、セグメント間取引消去であります。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　　2．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

　　　　　該当事項はありません。

　　　　　　当第１四半期連結累計期間(自　平成30年４月１日　至　平成30年６月30日)

　　1．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

報告セグメント

カー用品 ブライダル 建設不動産
事業 事業 事業

 売上高
　外部顧客への売上高 5,814,581 1,939,033 909,398 8,663,013 79,229 8,742,243 　― 8,742,243

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

計 5,815,401 1,939,083 1,005,343 8,759,828 403,028 9,162,857 △ 420,613 8,742,243

 セグメント利益又は損失(△) 128,023 △ 76,873 84,864 136,013 △ 52,213 83,800 △ 212 83,587

（注） １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、飲食事業及び経理・総務代

　　　行業務等を含んでおります。

２．セグメント利益調整額は、セグメント間取引消去であります。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　　2．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

　　　　　該当事項はありません。

（単位：千円）

その他
(注)1

合計
調整額
(注)2

四半期連結
損益計算書
計上額(注)3計

323,799

900 50 71,388 72,338 305,505 377,843 △ 377,843 　―

（単位：千円）

その他
(注)1

合計
調整額
(注)2

四半期連結
損益計算書
計上額(注)3

420,613 △ 420,613 　―

計

819 50 95,944 96,814
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